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本
書
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向
の
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遣
づ
け
ら
れ
る
が
、
本
書
第
一
の
特
質
は
、

や
は
り
衰
亡
に
向
か
う
洋
の
東
西
に
お
け
る
帝
国

を
比
較
し
て
い
る
点
に
あ
ろ
う
。
一
方
で
、
文
人

貴
族
へ
の
同
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に
よ
っ
て
支
配
者
層
の
激
変
が
生

じ
な
か
っ
た
漢
帝
国
の
行
く
宋
、
他
方
で
、
文
人
、

武
入
の
分
化
、
そ
し
て
文
明
の
担
い
手
で
あ
っ
た

前
者
へ
の
民
衆
の
不
支
持
に
よ
り
衰
弱
す
る
ロ
ー

マ
帝
国
の
末
路
が
明
瞭
に
対
比
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。
か
か
る
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
は
、
ロ
ー
マ
帝
国

の
衰
亡
と
い
う
史
上
大
き
な
問
題
に
対
し
て
、
新

た
な
光
を
投
げ
か
け
る
と
と
も
に
、
幡
広
い
人
々

を
同
問
題
に
巻
き
込
む
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。
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催
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究
会
大
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会
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ら
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左
記
の
と
お
り
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研
究
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大
会
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よ
び
総
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、

多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
本
年
度
は
、
京
都
大
学
文
学
部
で
は
な
く
、
京
都
大
学
時
計
台
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